
 

          平成２０年７月に着工した東京スカイツリーの建設工事が先月、２月 

２９日に３年半をかけて無事完了致しました。 

そして、この新タワーの建設に携った作業員は延べ５８万人で、これ 

らを統括した現場責任者の勇姿が、東京スカイツリーを背景に新聞に写真付きで掲載され非

常に力強く爽やかな印象を感じました。掲載された新聞の記事によりますと、この現場責任

者は今迄に２００メートルクラスの高層建築を３ケ所も手掛けてきた大ベテランで、「当初、

東京スカイツリーの完成予想図を見た時には、本当にこの様な建築物が作れるものかと圧倒

された」とのことでした。しかし、この現場所長を勇気つけたのは、かつての東京タワーの

建設の様子を収めたビデオを見て、あの当時の建設に携った人達から、新しい時代を担う使

命感が強く感じられ、自らを重ね合わせた時、この新タワーの建設に前向きに取り組む力が

湧きあがってきたと当時を振り返っていました。そして、この新聞記事から感じ 

たことは、人は使命感を持って物事に直面した時には、あらゆる困難な状況さえ 

も乗り越えられるものであると強い感銘を受けました。 

              駐車場カーテンゲートの取替え工事/八幡 Ｋ様邸 

               

築約３０年。建坪約５０坪の鉄骨造りモルタル２階建てのお住 

まいで、今迄、内外部各所の改修工事のご依頼をいただいてまいりました。 

このたびは、駐車場の開閉ゲートが老朽化し、鉄製の扉のために開け閉めが非常に重く、開閉

する際には、扉の車輪がコンクリートの床に埋め込まれたレールに沿って開け閉めする旧式タ

イプでした。また、扉が鉄製で、今迄に何回か塗装もされて長年使用されてきましたが、あち

こちに腐食や錆びも見られるようになりましたので、より使いやすい扉に取替えを検討される

ことになりました。そこで、今回は、軽量で、錆び・腐食・塗装の心配もない耐久性のある、

アルミ両開きタイプの折りたたみ式カーテンゲートをお勧めいたしました。 

このお勧めしたアルミカーテンゲートは、軽量キャスター付の両開きタイプで間口５ｍｘ高さ

１．２ｍ、折りたたんだ時の左右のたたみ幅が各４０～５０ｃｍで、さらに９０度旋回できる

ために、大型車の出入りの際にも入り口の開口幅が広くとれて、今迄の鉄製の 

開閉ゲートと比べてより使いやすくなったと、お喜びの感想をいただきました。 

これからも永く、便利にお使いいただければ幸いです。 
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■暮らしのたより■  老後のために早目のリフォームを！ 

 

年を重ねてまいりますと、生活環境は年齢によりさまざまな状況に直面いたしま

す。例えば、子供たちの独立や、ご主人の定年退職に伴う夫婦２人の生活が始ま

る６０歳からの時点。さらに７０歳代半ばで身体の衰えが気になり始まる頃。 

８０歳を過ぎてからの生活等々。いざ、高齢で心身の不調をきたし始めると、自

分自身では住まいのリフォームの計画がなかなかできなくなるものです。そして、

ついつい他人任せになってしまう傾向にあるため、ご自身が元気なうちに、早め

のリフォームを検討することが老後を迎えるための事前の準備にもなります。 

そこで、リフォームを具体化する前に、自分のやりたいことや趣味等、老後の生

活イメージを持たれていれば、それを住まいの中心に据えましょう。そして、気

ままに自分流に便利な空間つくりを行い、その上で、健康で自立し続けるための

安全なリフォームの内容を細かく検討していきましょう。 

老後はロングライフです。老化によって必要な状況は変化致します。まだ、健常

であるにもかかわらず、最初から重装備なりフォームをして、不用な 

手すりのために生活の快適さが失われることにならないよう、必要に 

応じて段階的にリフォームしていくことをお勧め致します。 


